
令和元年度　伊万里市立東山代小学校　学校評価結果

１　学校教育目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策・向上策

○学校経営方針 ・学校教育目標と本年度の重点目標の
周知・徹底

・本年度の重点目標について、児童、保護者、地域の
方への周知を図り、認知度を８５％以上にする。
・児童に「東山代小の合言葉」を実践させる。

・ＰＴＡ役員会や総会、学年懇談会等で、本年度の重点目標
について説明し、理解と協力を求める。
・学校からの配付物に、学校教育目標や本年度の重点目
標、東山代小の合言葉を載せて周知と協力を図る。
・全校朝会で合言葉を全員で言葉にする。また、学級で、合
言葉を実践する具体的な場面についての指導を行う。

A

・今年度の教育目標の中で、重点項
目や昨年度から変更されている部
分について、年度当初の会議等で
全職員に周知した。
・東山代小学校の合言葉を各集会
で児童に唱和させたり、学校だより
等で保護者に伝えたりしてきた。児
童は合言葉を暗唱できるようになっ
ている。

・東山代小学校の合言葉「明るい
あいさつ・みんな仲良く・文武精
いっぱい・話の聞き方日本一」に
ついて、具体的な児童の姿を提
示し、さらなる徹底を図る。

○危機管理 ・危機管理体制の整備と意識の醸成
○通学路の安全点検及び安全指導
○食物アレルギー等への対応

・時代に応じた危機管理マニュアルの見直しを行う。
・職員の危機管理に対する意識を高める。
・学校職員だけでなくＰＴＡ役員や地域の方と連携し、児
童の通学路の安全点検を、年間２回以上行う。
・各種アレルギーに対する研修会を、年間２回以上行
う。

・年度当初に危機管理マニュアルの見直しを行う。その後全
職員に配付し、常に見ることができるようにする。
・４月と８月に児童の通学路の安全点検を行う。
・各種アレルギー児童への対応マニュアルを職員室前方に
掲示し、いつでも誰でも対応できるようにする。
・各種避難訓練を実施し、改善点を職員で共有する。

A

・危機管理マニュアルを見直し、弾
道ミサイル発射に係る対応や原子
力災害に係る学校避難計画の運用
詳細の見直しを図った。
・PTA役員と協力して通学路の安全
点検を行い、地区児童会等で児童
に指導したり、危険箇所への立入禁
止看板を新設したりして事故防止に
努めた。
・食物アレルギーを有する児童につ
いて共通理解するための研修を春
季休業中に行った。毎月保護者と共
に献立の確認を行った。当該児童
が症状を訴えたときもマニュアルに
沿って職員が適切な対応を行い、重
篤化を防ぐことができた。

・危機管理マニュアルの感染症対策
について見直しを行う。
・津波対応の避難訓練については、
避難場所や避難経路について素案
を作成したので、来年度は実際に児
童全員を誘導し、安全性を検証して
いく。
・アレルギーをもつ児童について共
通理解をするための研修を春季休
業中に行う。アレルギー事案発生
時、迅速に対応するため、保護者へ
電話をかけることや救急車をよぶな
どのシミュレーションを研修に取り入
れる。

○幼・保・小・中の連
携

・各学校、園との確実な連携 ・新学期及び年度末に各学校、園との情報の共有を行
う。
・職員の保育園での研修を年間１回実施する
・幼・保・小連絡協議会を年間２回実施する。
・中学校区での相互の参観授業を実施する。
・中学校区の連絡協議会を年間３回実施する。

・小６中１をつなぐ教育相談担当者、生徒指導担当者、及び
特別支援教育担当者会を開く。
・年度末の新１年生学級編制にあたり、担当者で各園から情
報を収集する。
・夏季休業中に全職員を対象とした保育研修を行う。
・連絡協議会で、年長、年中園児について情報共有を行う。
・年度当初に小中の授業参観計画を互いに共有し、できるだ
け多くの職員が授業を参観できるようにする。
・中学校区の連絡協議会では、全職員が３部会に分かれて、
それぞれのテーマについて話し合う。

A

・国見中学校校区の三校合同研修
会では、学力向上と生徒指導、教育
相談、特別支援教育の４部会に分
かれ、各部会のテーマに沿った共通
実践を行うための手立てについて協
議した。また、本校の授業を公開し、
授業の進め方等についても協議す
ることができた。
・保育園との連絡協議会では、学級
編制に係る情報交換会や保育参観
等を行い、連携を深めることができ
た。

・三校合同研修会の部会構成を見
直したことで各部会のテーマが絞り
込まれ、より深まりのある研修会と
なった。
・二里小学校との３者協議(校長・教
頭・教務）を行い、土曜授業や学期
の編制等について情報交換を行っ
た。今後とも、定期的に開催して行
いたい。
・保育園との交流については、職員
だけでなく児童と園児の交流の場を
考えて行きたい。

●業務改善・教職員
の働き方改革の推進

・働き方に関する教職員の意識改革と実
践
○教職員全体の働き方改革に関する意
識改革に資する具体的な目標を設定す
る。

・各分掌間の連携及び情報共有を図り。効率的な業務
への取組を推進するとともに、職員の時間外勤務につ
いて１か月あたり前年度比１０％削減する。

・年度当初に多忙化検討委員会を開き、昨年度の課題につ
いて解決方法を検討する。
・各職員の勤務時間を確実に把握するとともに、特定の職員
に業務が集中しないようにマネジメントを行う。
・ＩＣＴを利活用し教材の共有化を図り、授業の準備の時間を
短縮する。また、評価方法を工夫し、効率的に評価を行える
ようにする。
・校務サーバー上で各分掌が情報共有を行いやすいように、
フォルダ構成を工夫する。また、古いデータを消去し、目的
のデータを探しやすいようにする。

A

・２回の多忙化検討委員会を開き、
本校の課題について検討し来年度
業務の精選を行った。
・業務記録票を集計し、超過勤務の
職員に指導を行った。
・ＩＣＴを利活用し教材の共有化を
図った。
・校務サーバーのデータを整理し
た。古いデータを処分しフォルダ構
成の見直しを行った。

・年度初めの業務をスムーズに
行うため、家庭訪問と授業参観
を連続して行わないよう日程を調
整した。
・教育課程以外の各大会への参
加を見直した。
・１学期の通知表の簡略化を
図った。
・計画的に多忙化検討委員会を
開催する。

●志を高める教育 ○夢や目標の実現に向けて努力する気
持ちを高める教育活動の推進

・「自らの夢や目標の実現に向けて努力する気持ちを
もっている」と回答する児童の割合８５％以上。
・「佐賀や伊万里に愛着をもっている」と回答する児童
の割合８５％以上
・郷土について学んだり、地域の方から学んだりする活
動を全学年年間１回以上実施する。

・全ての教科等、学校行事等を通じて、夢や目標について自
ら考えさせる時間や場面を設ける。
・「伊万里ふるさと読本（第１～８集）」や「こども伊万里学」指
導資料、「佐賀語り」、「佐賀巡り」等を活用した授業に取り組
む。
・地域の教育資源や人材等を活用した体験活動を行う。

A

・社会科や総合的な学習の時間な
どで、「わたしたちの伊万里市」や
「わたしたちの佐賀県」、「東山代町
の遺跡と文化財」、「伊万里ふるさと
読本」を活用し、地域の良さに目を
向けさせると共に、地域に生きる誇
りを醸成することができた。
・「花いっぱい運動」では、地域の方
の支援を受けて国道２０４号線（長
浜ロード）の歩道の花壇にパンジー
等を植え、地域への愛着を深めるこ
とができた。

・新学習指導要領への移行を受け
て、各教科のカリキュラムや学校行
事を見直し、あらゆる機会を通して
夢や目標について考える場面を設
定する必要がある。
・高学年が中心となるが、今後は
キャリア教育にも取り組んで行きた
い。

●学力の向上 ・授業力の向上
○ＩＣＴ利活用教育の推進
○授業と家庭学習とのつながり

・佐賀県学習状況調査【１２月調査】の４・５・６年の４教
科全てにおいて「概ね達成」を超える。
・全学年で単元テストの平均点を８５点以上にする。
・３～６年の国語・算数・理科・社会、１・２年の国語・算
数において、「勉強がわかる・だいたいわかる」と回答す
る児童の割合８５％以上。７月と１月の２回、児童の意
識調査を行う。
・「ＩＣＴを利活用した授業がわかりやすい」と回答する児
童の割合９０％
・課題（宿題）の提出率９０％

・全学年、全教科において、共通した学習展開を行い、６か
年をかけて適切な学習態度を育成する。
・週に１回、朝の時間に学習用具の自己点検を行う時間を設
け、適切な学習習慣を身につけさせる。
・週に２回、朝の時間にチャレンジタイム（国語と算数の学習
補充）の時間を設け、決め細やかな支援を行う。
・４月実施の全国・佐賀県学習情況調査の結果から本校児
童の弱点を明らかにし、１～６年全ての児童に対して対策を
講じる。
・昨年度からの課題である「読解力」「文章表現力」に重点を
置いて教材研究を行う。
・これまでのデータを参考にし、効果的なＩＣＴ利活用を行う。
・宿題の必要性を感じさせるために、授業と連動した内容の
宿題を計画的に出す。

A

・４年生の国語と算数以外は県の
「概ね達成」をこえることができた。
・朝の時間に「明星タイム」を設定
し、月曜日は学習用具の点検を行
い、火・木には主に活用問題に取り
組むなど全職員の共通理解のもと
活用力の向上を目指した。
・「読解力」の基盤には読書が不可
欠と考え、貸出冊数を増やすなどし
て読書量の増加を目指した。昨年度
より図書の貸出冊数が増え、学校で
設定した多読賞をもらう児童も増え
た。
・学校生活についての「学級での取
組チェック表」を作成し、毎月、学級
でのふり返りを行った。学習規律の
定着につながった。

・学習状況調査の結果を見ると、問
題を読み、意味を理解し、情報を整
理することに課題があることが分
かった。今年度は、主に読書量の増
加に取り組んだので、次年度は読書
の質の向上や情報を整理する力を
高めるための取組を行いたい。
・授業での発問や問い返しなどのス
キルを高め、児童の考えが深まる発
問を増やして思考力を育てていきた
い。
・児童自身が身につけた力を自覚で
きるような振り返りを行う。その際、
「書く活動」を大切にしていきたい。
・学力向上のＰＤＣＡサイクルの更な
る充実を図る。

○特色ある学校づくり
（家庭・地域との連携）

・「学校評価」に係るアンケートの実施と
集計結果の公開と活用
・家庭との連携
・町公民館との連携

・「学校評価」に係るアンケートを年間２回実施する。
・ノースマホ・ノーゲーム・ノーテレビデーを毎月１日に
設定し、８０パーセント以上の実施を目指す。
・ホームページの更新を計画的に行う。
・町の公民館へ毎月足を運び、情報の共有を図る。

・児童を取り巻く環境の変化に対応し「学校評価」に係るアン
ケート項目を見直す。
・アンケートの集計結果を保護者や地域に知らせ、課題解決
の協力を得る。
・ＰＴＡの役員会で学校や地域との連携について協議し共通
理解を図る。
・ＰＴＡの役員会や総会、各種配付物でノースマホ・ノーゲー
ム・ノーテレビデーの必要性について啓発する。実施の状況
について保護者に学校だより等で知らせ、危機感をもっても
らう。
・ホームページの更新は、１回のあたりの情報量は少なくし、
更新の回数を増やすことで職員の負担を減らす。
・町の公民館と各種行事について共有を図る。

B

・学校評価に係るアンケートを年間
２回実施し、結果を保護者に公開し
た。学校に対しての要望等をいただ
くことができた。
・毎月1日にノーテレビとノーゲー
ム、家読の実施を呼びかけ実施状
況を集計した。ノーゲームは７０％
以上の児童が取り組めたが、ノーテ
レビは５０％程度、家読は４０％と低
く、目標には達しなかった。
・ホームページは11月の新システム
移行に伴いデータの移動作業を
行った。その際、わかりやすい画面
を目指し必要な情報を載せていくよ
うにした。学校だよりや、イベントカ
レンダーは随時更新している。

・学校評価の見直しに伴い、取組内
容や評価の方法について職員で共
通理解をする。今年度行った各アン
ケートを見直し、重複箇所を避ける
などして保護者の負担を減らす。
・ノーテレビやノーゲームを設ける意
味を集会時に全児童に説明し啓発し
た。実施結果がクラスによって偏り
があるので、職員の意識向上も図る
必要がある。
・システムが新しくなったので、ホー
ムページの更新方法を複数の職員
で確認し、引継が確実に行えるよう
にする。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策・向上策

●心の教育 ・道徳教育の充実
・命の大切さを実感できる指導
○心の教育３セットの活用

・周りの人を思いやった行動がとれる児童の割合８５％
以上。年度当初と年度末の２回、意識調査を行う。
・全学級が道徳科の授業を行う授業参観（ふれあい道
徳）を年間１回以上実施する。
・年間３回の道徳科の研究授業を実施する。
・命の教育３セットを様々な機会を捉えて活用する。
（「伊万里っ子しくさ」カレンダー・「いのちの教育」資料
集・伊万里市童謡歌集）

・年間指導計画に基づき、全教科・全領域で児童に対して指
導を行う。
・日々の道徳科の授業の様子を保護者に知らせたり、ふれ
あい道徳の授業を参観したりしてもらい、家族でも道徳につ
いて話す機会をもってもらう。
・道徳科の研修会を年間計画に基づいて行う。
・「いのちの教育」資料集を活用した授業を、全学級年間１回
以上実践する。
・「伊万里っ子しぐさ」カレンダーを毎日の朝の放送で紹介し、
その後、学級で内容について触れる。
・伊万里市童謡歌集の曲を朝や給食時間等に計画的に流
し、児童に親しませる。

B

・ふれあい道徳（授業参観）を実施し
た。家族で授業についての話をして
いただくよう呼びかけ親子で考える
機会となるようにした。また、保護者
の感想を学級通信などで紹介する
ことで、保護者同士で考えを共有す
ることができた。
・年間３回の道徳の研究授業を通し
て、全職員が共通理解しながら研究
を深めることができた。
・「伊万里っ子しぐさ」は毎朝放送委
員が読み上げ、日常の生活指導に
も活用できた。

・道徳の授業で児童が書いた
ワークシート等を保護者に読ん
でもらい、感想を書いてもらうな
ど家庭との連携を図るための手
立てを検討する。
・道徳の授業で必要な資料の整
理を行い授業の充実を図る。
・「心の教育３点セット」の活用が
十分にできるように年間計画の
中に位置づけていく。

●○いじめの問題へ
の対応

・早期発見、早期対応体制の充実
・「いじめ防止基本方針」に基づく指導の
充実

・年度当初に東山代小学校いじめ防止基本方針を見直
し、その後全職員に周知し、全職員が共通理解のもと
児童の指導にあたる。
・いじめ防止対策委員会（２２条委員会）を設置し、これ
までの取組について検討する。年間２回以上開催す
る。
・年間２回、「いじめに関するアンケート」を実施し、実態
把握を行う。
・毎週水曜日、生徒指導連絡会を開き、気になる児童
について情報を共有する。
・気になる事案については、迷わず家庭と連絡を取り合
い、早期発見、早期対応を図る。
・校内研修やケース会議などを充実させ、支援が必要
な児童に対して対応できると答えられる職員を９０％以
上にする。
　

・いじめの認知・覚知に対する職員のハードルを下げるため
の対応マニュアルを作成することで、早期発見、早期対応が
出来る体制を作る。
・「いじめなし都市宣言」のポスターを全学級、教室に掲示し、
児童の意識を高める。
・いじめ防止対策委員会で、地域の声を集約し児童の指導に
生かす。
・毎月１回、調査（心の声アンケート）を行い、児童の状況を
把握し、必要に応じて対応する。
・年間２回Ｑ-Ｕアンケートを実施し、学級の状況を把握し対
応する。
・年間１回、保護者を対象とした人権・同和教育の講演会を
開く。

B

・毎月の心のアンケートを通して、児
童の悩みや気持ちの変化をこまめ
に把握し、対応できるようにした。
・人権週間や人権集会の取り組みを
通してよりよい仲間づくりに取り組ん
だ。
・講師（教育センター）を招聘し、人
権・同和教育に関する研修を行っ
た。
・いじめ防止標語に取り組み（４年生
以上）、いじめについて考え、防止し
ようとする意識を高めることができ
た。                              ・年間２
回Ｑ－Ｕアンケートを行い、集団とし
てのまとまりを把握することができ
た。また、研修会で全職員による分
析をし共通理解を図った。対応策に
ついて様々な視点からの意見を聞く
ことができ、その後の学級づくりに役
立った。

・いじめ防止プログラムのＩＣＴ教材を
活用して、どのような行為がいじめと
なるのかを児童が自己判断し、止め
ることができるようにする。
・人権・同和教育の授業実践や全校
的な取り組みを通して心の教育の充
実を図る。
・今後もＱ－Ｕアンケートを実施し、
分析した結果を学級づくりに生かし
ていく研修を行う。

○不登校の未然防止 ・不登校傾向の児童への対応
・教育相談体制の整備（職員間の連携、
SＣやSSW、外部機関との連携、中学校
との連携）
・学校と家庭とのつながりの強化
・互いの心の磨き合いができる学級経営
の推進

・長期休業期間や連休時、欠席が続いた場合は家庭へ
連絡し、本人や保護者とコミュニケーションをとる。
・毎週水曜日、生徒指導連絡会を開き、気になる児童
について情報を共有する。
・SC：面接や検査等を通して専門的な立場から助言を
してもらう。
・SSW：家庭や地域とつながってもらい、情報を得る。
・小学校での登校状況を中学校に確実に伝える。
・年間２回Ｑ-Ｕアンケートを実施し、学級の状況を把握
し対応する。

・長期休業期間や連休時には、対象児童の家に連絡を入れ
コミュニケーションをとる。
・休みが３日続いた場合は家庭訪問を行い、本人や保護者と
コミュニケーションをとる。
・気になる児童について、来年度自分が担任をするという気
持ちで情報を共有する。
・児童観察簿に記録を残す。（家庭の状況、交友関係、トラブ
ル等の詳細）
・SC、SSWを交えたケース会議や研修会を行う。
・状況に応じて保護者に相談機関を紹介する。
・常に児童の状態を観察する。長期休み明けには、特に児童
の様子を観察し、気になる点があれば管理職に報告し、学校
全体で対応にあたる。

A

・長期欠席者には、定期的な家庭訪
問及び電話連絡を行い、児童及び
保護者とのつながりを持ち続けるよ
うにした。友達からの言葉を伝える
などして、登校はできなくても他の児
童とのつながりはできている。
・気になる児童について、週に一度
の連絡会で情報共有をしてきた。早
い段階から多くの職員が意識して声
掛けや対応をすることができた。
・Ｑ－Ｕアンケートを実施し全職員で
分析をしたことで、児童への理解を
より深めることができた。
・ＳＣやＳＳＷを活用し、保護者へ専
門的な助言をしてもらった。また、職
員への適切な指導助言をもらい、児
童対応へ役立てることができた。

・長期欠席者については、登校を促
すだけでなく、他の児童とのつながり
を持ち続けることで、いつでも登校で
きるという思いをもたせていく。
・気になる児童について、今後も全
職員で共通理解をし早期対応ができ
るようにしていく。また、いつ自分が
担任になってもいいような意識をも
つようにしていく。
・ＳＣとＳＳＷの活用については、児
童と保護者とのやりとりだけでなく、
担任からの相談も柔軟に行うことが
できればと思う。

○読書活動の推進
（「家読」の推進）

・読書習慣の定着 ・多読賞の冊数を知らせ、目標を持たせて読書に親し
ませる。（１学期３０冊、２学期３０冊、３学期低学年…２
０冊　中・高学年…１５冊）多読賞児童の割合８５％以
上。
・児童が図書室に来たくなる環境整備を行う。

・学年に応じたおすすめの本を紹介する。
・家読を勧めるお便りを配付し、家読の推進を図る。
・計画的に蔵書の購入を行い、児童が様々な本に親しめるよ
うにする。

A

・学年や行事、季節に応じた選書及
び紹介や展示をし、読書意欲を高め
た。
・蔵書購入にあたっては、アンケート
をとったり貸し出し傾向を集計した。
・読書意欲向上のため、環境整備や
多読賞の設定等に努めた。

・本が見やすく探しやすい書架の整
理や、読書意欲を高めるための工夫
を図る。
・学校全体で、家読推進に努める。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
　
育
　
活
　
動

●健康・体つくり ・望ましい食習慣と食の自己管理能力の
育成（○食育の充実）
・健康・安全な生活をめざす態度の育成

・学校から配付する各種プリントで朝食をとる必要性の
啓発を行い、「早寝・早起き・朝ごはん」の達成率を90％
以上にする。
・食に関する指導の授業を、全学級年間に１回以上行
う。
・性に関する指導の授業を、全学級年間に１回以上行
う。ただし発達段階に応じて回数を考慮する。
・重大事故「0」を目指す。
・生活事故発生数を昨年度より１０％削減する。

・学校便りや給食便り、学級便りの内容をリンクさせ、朝食の
重要性を繰り返し伝える。
・給食指導の時間の他、教科・学級活動等でも児童への指
導を行う。
・保護者対象の試食会を開催する。
・喫食率アンケートの実施・結果公開を通して家庭との連携
を深める。
・「性に関する教育年間計画」に基づき、性教育を行う。
・毎月の安全点検では児童目線で危険箇所の点検を行う。
また、危険箇所は早急に改善する。

A

・給食便りの内容を受けての学級便
り作成については共通理解が十分
ではなかった。食育に対して指導が
不十分な面があった。
・食や性に関する指導は、目標通り
全学級年間に1回以上行った。
・栄養教諭を中心に、給食指導の時
間や道徳の授業、全校朝会におい
て児童への指導を行った。

・食育に関した全校児童への話（命
をいただく）は、道徳の時間に計画
的につなげて実施できるようにした
い。
・栄養教諭による給食の時間の放送
の指導は、児童にとって郷土料理や
栄養分を知るための有意義な取り組
みであったので継続して行いたい。

●は共通評価項目のうち必須項目、○は独自評価項目

２　本年度の重点目標

思いやりの心をもち、 学ぼうとする意欲のある
たくましい児童の育成

☆　学ぶ力の向上
　（やる気を引き出す指導の工夫　家庭学習の習慣化　基礎・基本の定着に向けたスキル学習等の提示
実践　読書の推進）
☆　豊かな心の育成
　（自己有用感を育む学級経営　心をゆさぶる道徳教育　感動体験活動　郷土愛を育む活動）
☆　健やかな体の育成
　（体育の充実と運動の生活化　仲間づくり　保健指導の充実と食育の推進　施設等の安全確保）

３　目標・評価

①学ぶ力の育成

学
 

校
 

運
 

営

　達成度　Ａ：ほぼ達成できた
　　　　　Ｂ：概ね達成できた
　　　　　Ｃ：やや不十分である
　　　　　Ｄ：不十分である

４　本年度のまとめ・次年度の取組

・学校目標を具現化するために具体的目標と具体的方策を各担当職員が設定し、全職員で共通理解、共通実践を行った。その結果、①学ぶ力の育成、③健やかな体の育成については8割以上達成することができた。
・次年度は、②豊かな心の育成、心の教育の充実を図ることに重点的に取り組んでいく。道徳の授業実践に取り組みながら、家庭との連携を図り、伊万里市心の教育3点セットを効果的に活用する。また、いじめの問題についても、QｰUアン
ケートの活用、人権・同和教育の授業実践、いじめ防止プログラムＩＣＴ教材の活用を進めながら、いじめ防止に取り組む。

教
　
育
　
活
　
動

②豊かな心の育成

　
　
　
　
教
　
　
育
　
　
活
　
　
動

③健やかな体の育成

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目（あれば記入）

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

資料２


